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第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

2022年５月 11日に公表いたしました 2022年 12月期 第２四半期連結累計期間（2022年１月１日～2022年６月 30

日）業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、

2022 年２月９日に公表した 2022 年 12 月期（2022 年１月１日～2022 年 12 月 31 日）連結業績予想を修正しましたの

で、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年 12月期 第２四半期連結累計期間業績予想と実績の差異（2022年１月１日～2022年６月 30 日） 

 売 上 収 益 営 業 利 益 税引前利益 

親会社の所有者

に 帰 属 す る 

四 半 期 利 益 

基 本 的 

１株当たり 

四 半 期 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（2022年５月11日発表予想） 

百万円 

6,000 

百万円 

-2,100 

百万円 

-2,000 

百万円 

-2,100 

円 銭 

-23.80 

実 績 値 （ Ｂ ） 6,520 -1,398 -1,458 -1,109 -12.57 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） +520 +702 +542 +991 - 

増  減  率 （  ％  ） 8.7 - - - - 

（参考）前期第２四半期実績 

（2021年 12月期第２四半期） 
9,937 1,243 1,239 795 9.05 

 

２．差異発生の理由 

パッケージソフトウェアの販売におきまして、商談期間の短縮が進み営業効率が向上したことや、機器類の販売数

が想定を上回ったことを背景に、売上収益が予想を超過しました。また、営業活動費等を圧縮したことにより、利益

につきましても予想を超過しました。  
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３．2022年 12月期 連結業績予想数値の修正（2022年１月１日～2022年 12月 31 日） 

 売 上 収 益 営 業 利 益 税引前利益 

親会社の所有者

に 帰 属 す る 

当 期 利 益 

基 本 的 

１株当たり 

当 期 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（2 0 2 2 年２月９日公表） 

百万円 

12,300 

百万円 

-4,800 

百万円 

-4,800 

百万円 

-5,000 

円 銭 

-56.62 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 12,700 -4,000 -4,100 -3,200 -36.24 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） +400 +800 +700 +1,800 ‐ 

増  減  率 （  ％  ） 3.3 ‐ ‐ ‐ ‐ 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 1 2 月 期 ） 
20,652 3,395 3,233 2,174 24.72 

 

４．修正の理由 

 中期経営計画の重点施策であるクラウドソフトウェアサービスの販売は計画に変更はなく、引き続き新規顧客から

の契約獲得に注力することで、第３四半期以降も順調に進捗する見通しです。また、パッケージシステムの販売が第

２四半期連結累計期間において前倒しで進んだため、年間の販売予定数を増加しました。このほか、営業活動費の圧

縮を引き続き進めてまいります。これらの要因から、通期（2022年１月１日～2022年 12月 31日）の連結業績予想

を、売上収益 127億円、営業利益 40億円の損失、税引前利益 41億円の損失、親会社の所有者に帰属する当期利益 32

億円の損失としました。なお、第２四半期決算において精査した結果、当期欠損金を繰延税金資産として計上し、９

億分の税効果会計を適応することとし、今回発表の予想に反映しています。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の

様々な要因により、予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


